
はじめに
　東京都立墨東特別支援学校は、肢体

不自由教育部門（東部療育センター内

分教室を含む）・病弱教育部門（分教

室・病院訪問）の併置校で、小学部か

ら高等部の子どもたちが在籍する特別

支援学校です。

　創立34年目を迎える本校の読書環境

は、学校図書館と１、２階の渡り廊下

にある図書コーナーの計３か所です。

　「子どもたちが移動中やちょっとした

時間に本に触れることができる」ことを

スローガンに掲げ、学校介護職員や絵

本の読み聞かせの会「お話の会  うさぎ」

の協力のもとに、季節ごとの飾りやおす

すめの図書紹介等のレイアウトを適宜

変更することで、子どもたちも、大人も

引き込まれる場所となっています。

　また、マルチメディアDAISY図書は、

学校用のタブレット端末や図書館内に

あるノートパソコンで見ることができ

ます。

これまでの取り組み

　本校では、2014年度よりタブレット

端末を活用したマルチメディアDAISY

図書を導入し、今年度で７年目になり

ます。導入当初に比べ、校内のタブ

レット端末が増加し、多くの教職員が

容易に使用できる環境が整ってきまし

た。同時に、マルチメディアDAISY図

書を学習や読書活動などの場面で活用

する教職員も増えてきました。

＜活用事例①＞
中学部１年生　男子Ａさん
（自立活動を主とする教育課程）

　Ａさんは、自立活動を主とする教育

課程に在籍する中学部１年生です。脳

性まひを伴う低緊張で、発語はありま

せんが、発声や表情、身体や手足を伸

展させて気持ちを表現することができ
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ます。絵本や映像を見ることが大好き

で、教職員が絵本やタブレット端末を

手にしていると、いつも期待感に満ち

あふれた表情で手足を伸ばし「見せ

て！！」と気持ちを伝えてきます。

　Ａさんの自立活動の一つに、プロン

ボード（立位保持装置）を使用した立

位姿勢があり、毎日取り組んでいます。

　プロンボードで過ごす時間は、教職

員と絵本の読み聞かせをする中で注視

したり、校内を散歩したりと、立位姿

勢でも顔をあげて頭部を姿勢保持でき

るように、Ａさんの興味を引き出す学

習内容を工夫しています。

　中学部入学当初、プロンボードに乗

る時間は30分程度でしたが、Ａさんの

体力も向上し50分程度立つことができ

るようになりました。また、興味のあ

ることは、非常に楽しむことができる

ようになったことで、教員との個別の

学習だけではなく、Ａさん一人でも楽

しんで学習できるものはないかと思案

していた時に、マルチメディアDAISY

図書の活用を思いつき、タブレット端

末をプロンボードのテーブルに設置し

てみました。

　タブレットを起動して紙芝居の物語

をスタートさせると、Ａさんは大喜び

で声を出し、顔をしっかりとあげて正

面を向き映像を見始めました。絵本と

タブレット端末が大好きなＡさんに

とっては、まさに至福の時の幕開け

だったのかもしれません。今では、個

別の学習と併用しながらマルチメディ

アDAISY図書を自立活動に取り入れて

います。

　Ａさんの日課は、プロンボードとタ

ブレット端末、そしてマルチメディア

DAISY図書を活用し「一人でも楽しむ

ことができる」より一層充実した時間

になりました。

＜活用事例②＞
中学部１年生　男子Ｂさん
（自立活動を主とする教育課程）

友だちを待っている間もマルチメディア
DAISY図書を見ているＡさん
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　Ｂさんは、自立活動を主とする教育

課程に在籍する中学部１年生です。医

療的なケアが必要な生徒で、昼食は胃

ろうからの栄養注入を１時間ほどかけ

て行っています。感情表現がとても豊

かで、「おもしろい！　楽しい！」と感

じると、満面の笑みで気持ちを表現し

ています。オノマトペや繰り返しのこ

とばが好きで、楽しい気持ちを表現し

ているＢさんを見ると、見ている私た

ちまで楽しい気分になります。

　Ｂさんの読書タイムは、自立活動の

学習場面や給食前後の時間に設定して

います。

　最近の自立活動の学習では、ベンチ

で座位の姿勢をとりながら、タブレッ

ト端末のマルチメディアDAISY図書を

活用して楽しんでいます。

　活用理由は、以下の３つです。

① １台のタブレットに多くの蔵書が

入っているため、持ち運びが便利。

② 本人の姿勢に合わせて、見る角度、

距離などを容易に調節が可能。

③ いつでも「少し」の時間に観賞が可能。

　ベンチでの座位の時間にタブレット

端末を使用してからは、画面を注視す

ることが増え、上肢から頭部にかけて

の姿勢の保持が向上しました。

　また、紙芝居『コッケモーモー！』

の場面では、大きな雄鶏の絵に視線が

釘付けで「モーモー」や「メーメー」

の鳴き声を聞くと、声に気づいて、画

面に手を伸ばすこともありました。

　給食前後の時間には、担任以外の教

職員がＢさんに付き添うことも多く、

タブレット端末に入ったマルチメディ

アDAISY図書をツールに会話が生まれ

たり、一緒に絵本の内容を共感して楽

しんだり、他者とのかかわりを拡げて

くれる道具としても役立っています。

　Ｂさんにとって、タブレット端末の

マルチメディアDAISY図書は、個別の

学習場面に必要な教材であると同時に、

他者とのコミュニケーションを図る重

要なアイテムとしても機能しているこ

とがわかりました。

＜活用事例③＞
中学部１年生　男子Ｃさん
（知的障害を併せ有する生徒の教育課程）
　Ｃさんは、学校以外の場面で、マル

チメディアDAISY図書をよく活用して

います。

ベンチに座り、紙芝居『コッケモーモー！』を
見ているＢさん
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　タブレット端末に本をインストール

して、いつでも読めるようにしていま

す。

　Ｃさんに最近読んだ本とそれらを読

んだ感想を聞いてみると、

「『ひろしまの　ピカ』は怖かったよ。」

「『はしれまちの電車』はよく見たか

な。」

「『介助犬ターシャ』はまあまあだった

よ。」

「『さかさ町』はおもしろかったよ。」

と、たくさんの本と読んだ感想を話し

ます。Ｃさんが本を読む場面は、車で

の移動中、病院の待ち時間など、

ちょっとした空き時間が多いそうです。

少々残念なことは、「タブレットの容量

が少ないため、たくさんの本を一度に

インストールすることができないこと」

と話していました。

　最後に、「マンガもあるといいな！」

と希望を話していました。

おわりに
　今回は中学部１年生のケースを中心

に、タブレット端末を使用したマルチ

メディアDAISY図書の活用事例を紹介

しました。

　主教材としても副教材としても、手

軽に使用できる魅力あるデジタル教材

であることを改めて感じました。

　また、「少しの時間」や「ちょっとし

た空き時間」に活用している子どもの

生の声を聞くことができたことで、

もっと多くの子どもたちにも、マルチ

メディアDAISY図書を活用してほしい

と強く思いました。

　最後に、GIGAスクール構想の実現

を目指し、教育現場ではICT環境がス

ピード感をもって整備されています。

数年前まで校内に数台しかなかったタ

ブレット端末も、一人１台端末が配備

される日は、目の前に迫っています。

　マルチメディアDAISY図書は、子ど

もたち一人ひとりの実態に合わせた活

用ができます。

　今後も、マルチメディアDAISY図書

を「いつでも」「だれでも」「手軽に」

利用できるように、校内の図書環境を

整備するとともに、さまざまな活用方

法を周知していきたいです。

『さかさ町』C さんのおすすめ
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